








































の知識を持っていた。映画化はさ かったもの 、一九二〇年代の初めにブレヒトはシナリオをいくつか書いている。台本のテー は彼が当時読んでいた探偵ものや海賊も どから取られたも だ。若きブレヒトが映画 でまず望んだのはお金儲け
（１）
であり、広告映



























 gehört die W
elt? である。クーレ・ヴァンペはベルリン・ケペニックのミュッゲル湖畔にある生活困窮者のためのテント村





































作家、リオン・フォイヒトヴァ ガーの妻マルタと俳優のアレクサンダー・グラーナハが迎えに来ていた。ブレヒトはフォイヒトヴァンガーの勧めでハリウ ドに住むことになった。 「ニューヨ クに比べて生活費も安いし、金儲け 可能性がある」
（７）
という理由からだっ






なっていた。ハインリヒ・マン、ト マス・マ 兄弟、フォイヒトヴァンガー、デーブリーン、ヴェルフェル ツックマイ ー ど 作家、シェーンベルクやブルーノ・ヴァルターなど 音楽家 演出家ではマックス・ラインハルトやベルト ト・フィアテル、俳優ではコルトナー、ロレ、ホモルカなどがい は「麻薬」の販売所 ある。映画産業を支配する、芸術とは無縁の商業主義や大衆迎合路線に冷笑的な視線を向けながらも、そこで撒き散らされる多大なお金を求めて多く 芸術家たちが集まってくる。絶え間な 欲求不満と、誰もが蹴落とすべきライバルだという競争意識が、緊張に満ちた風土を生み出す こ 亡命者コロ では、少数の成功者の裕福な生活 大多数の落伍者の屈辱的な生活 対照的だ だがこうした対比は彼 がド ツやオーストリアで得ていた評価に相応しない。ハリウッドが描き出す人間模様は、人 時として孤独にさせ 人間関係をいびつにさせる
一年以上もブレヒト一家はヨーロッパ映画基金から受ける月百二十ド の映画奨学金でやっていくしかなかった。ルビッチュやディー


























































































































Surrender という英語版翻訳テクストである。 （オリジナルのドイツ語版テクストはなくなったままだ。 ）この二つのテクストは国際ブレ




























ている。映画のストーリーの核となる部分はおそらく数日で出来上がったものと思われる。アウ イン 一ヶ月で完成したが 作業が終了した一九四二年六月二九日 『作業日誌』でブレヒトは、次のよう 様子を記している。
　
いつもたいてい、ラングと一緒に朝九時から夜七時まで、 『人質』のストーリー作りの仕事をしている。注目に値するのは、事件













しをかけた。タイトルの４３７は、実際に処刑された人の数である。ドイツ語で作業を始めたラングとブレヒトは、英語の翻訳版（翻訳者は不明）を作り、 『４３７』という簡略なタイトルをつけている。アウトラインと英語翻訳は一九四二年六月三〇日に、サム・ジェフ芸能プロダクションからハリウッドにあるシナリオ作家協会に二人の名前で提出された。原版のドイツ語版（英語翻訳版 失われた）は読むことができるが、後に完成するシナリオの重要な部分を含んでいる。二人による手書きの訂正 書き込みや抹消の線が加えられていることから、論議 な ら執筆が進行したことがわかる。しかしどの部分がブレヒトで、どの部分がラングの手になるも かを判別することはほぼ不可 に近い。
総督の殺害にかかわったのはチェコ共産党の地下組織の闘士たちだったが、ナチスから見れば暗殺犯であり、チェコ人から見れば国民
的英雄だった。殺害の実行 を追うナチスと 固い団結で実行者を守ろうとするチェコ 息詰まるような攻防は、ワイマール時代の最初のトーキー映画『Ｍ』や、アメリカ時代の反ファシズム映画『マンハント』
M
anhunt などでラングが真価を発揮したジャンルであり、
この映画もラングならではの緊迫感 あふれたもの なっている。確かに『マンハント』は反ファシズム闘争をベースにしているが、主人公と彼を愛する街娼の逃走劇 引き立て役として使われているに過ぎない。 にはない、ゲシュタポに対する民衆 側闘いや、次第に形成されていく連帯 輪は 間違 くブレヒトのものである。
アウトラインが完結し、トリートメントを作る作業に入った。ブレヒトは部分的に 一人で作業を進めたと思われる。七月五日の作業



































onfessions of a N
azi Spy のシナリオを手がけた作家である。ウェクスリーは一九四二年八月五日に作業チー
ムに加わり、一〇月中旬まで約一〇週間にわたりブレヒトと二人で、ときに ラングと二人で、ときにはま たく一 で、作業を進めた。
この作業開始日はのちに起こるシナリオの真の作家は誰かをめぐる裁判で重要になる。 「 を始め とき、ブレヒトとラングはほと




きにはフィアテルによる英語翻訳は終わっており、ラングはこのトリ トメント 間違いなく渡して るはずである。ブレヒトとラングによるアウトラインとトリートメント 、先に述べたように基本的には映画のシナリオと大き 違 のであ 。
ウェクスリーは最初から自身をこの映画のただ一人のシナリオ作家と見なしており、ブレヒトとラングによって作られ 映画のストー















ヒトとラングの共同作業（七月二〇日の時点ではそうだった）は、 五日より主にウェクスリーとブレヒト 共同作業に変わ 。初日の八月五日の仕事の様子はブレヒトの『作業日誌』からうかがえる。
　
今、ハリウッドのラスパラマス通りにあるユナイテッド・アーティスツの事務所で仕事をしている。秘書嬢たちのいる暑い事務

























































































atriot, there is w
ork to be done. / R
aise the invisible torch and pass it along. ” ブレヒトは「同志」 （
G
enosse ）という語が削ら
れたことと、 「目に見え い旗」 （
die unsichtbare F
ahne ）が「目に見えないたいまつ」 （













































授（ウォルター・ブレナン）は一五年前まで政治活動をしていたかつての闘士で 一目でスヴォボダが実行犯だとわかるが、家族に勇気を出して沈黙を貫けと諭す。ゲシュタポは目撃者の証言を求め、民衆を人質に取って 暗殺犯が捕まらな うちは毎日処刑を続けると宣言する。ノヴォトニ 教授も人質として連行される。スヴォボダは人質を救うため自首することを考えるが、地下運動の指導者であるデディッチに止められ、祖国へ 愛と抵抗運動の必要性を喚起される。
マーシャは父親と他の人質を救うためにスヴォボダに自首するように頼む。彼がこれを拒否したので、マーシャは彼を訴えるため、ゲ
シュタポの本部に向かう。しかし途中で民衆に取り囲まれ、ナチスの協力者として罵倒された彼女は、思い直して父親の救助だけをゲシュタポに嘆願する。対応 た拷問担当のリタ 警部（ラインホルト・シュンツェル）から彼女は疑惑を受け、逮捕され 。獄房で八百屋のおかみが自分を守 ために沈黙を貫き、死んでいくさま 見て、マーシャは次第に反ナチの運動家としての立場を確立していく。
釈放後も彼女は常時ゲ ュタポの監視下に置かれること なる。主要な敵はゲシュタポのグルーバー警部（アレクサンダー
･ グラーナ
ハ）で、公然と姿を現したスヴォボダ医師を犯人と推定し、執拗な尾行をする。マー ャには二週間後に結婚するヤン・ホーレクという婚約者がいるが、彼には真実を明かさず、スヴォボダ 愛 場面を演じて彼 一味を守る。収容所で 毎日 処刑が続けられ マーシャも父親が処刑されると聞き、収容所 訪れる。人質の中にはナチスに協力し、 ジオ放送で暗殺犯 自首を求める演説をする者も出てくる。しかしほとんどが抵抗グループと連帯し、 「ノー
･ サレンダー」のスローガンの下、団結する。
エミール・チャカ（ジーン・ロックハート）は裕福なビール醸造業者であるが、ゲシュタポの命を受けて、スパイとして地下運動にも






すべて抵抗グル プ 持ち込んだも ） 、チャカがグルーバー 買収しようとして発行したグルーバーへ 小切手などからチャカは逮捕され、連行される。途中で釈放 告げられ、ゲシュタポの車から降ろされるが、 「逃走」中に射殺される。人質の処刑はそれにもかかわらず続けられる。その中にはノヴォトニー教授も含まれていた。獄中で歌わ た闘争歌が静かに、だが力強く歌われる中、射殺された質の集団葬儀が行われる。最後にベルリンのゲシュタポの長官よ 、チャカ 犯人と認定し、人質の射殺をやめ 事件に幕を下ろ ように指示が下る。民衆の連帯と抵抗が勝利したことを見せて、映画 終わる。
映画のシナリオはすでに述べたように、アウトライン、トリートメントに極めて忠実に作られている。大きな違いがあるとすれば最















うがましだという考えから、事件 幕が引かれた。こうした収拾の仕方はシナリオの最終段階で出てきたものであろう。何年もたってからパリでこの映画をもう一度見たラングは、 「プラハへのファシストの侵入に対してチェコ国民が一丸となった闘いを示し、タイトル『まだ終わってはいない』 （
D

























宛のラングの手紙である。 「映画のアイデアは べて自分から出 も あり ラングのほうからブレヒト 話を持ちかけた」という出発点から、 「英語がまったくだめなブレヒト めにウェクスリー 雇った」ことなどが最初に書 れている。それに続いて裁判に関する記述が始まる。
　
ブレヒトとウェクスリーは、最初は極めて良好な関係にありました。けれどもシナリオが完成した後、シナリオの著作者を誰にす





























































開にこぎつけた。一九四三年のアメリカの新聞映画評は――「無名」の の名前があがることはなかったものの――押しなべて好意的だった。 「この種の映画の傑作」 「すべて 反戦プロパガンダ 中でもっ もハードでショッキングな 」などである。特にあらゆる階層のチェコ民衆が団結して、売国奴のチャカを暗殺犯に仕立て上げる最終場面は、 「今ま のほ のど 映画よりも迫力、ヴァ
114
映画館「キャピトル」のポスター　BBA 83/212　ⓒ Bertolt-Brecht-Archiv











































natürlich, dass er gefram
t w






















“ 「誰も信じてはいけない」 （ 「誰にも






























































書いている。民衆が集団として現れる場面は収容所 人質の会話にとどまらない。暗殺者が逃げ込む映画館での反ナチで一体となった観客や、ゲシュタポの本部に向かうマーシャを取り囲み、罵倒する路上の 衆か 、最後の集団葬儀に たるまで こ 映画 は民衆場面が重要な役割を果たしている。民衆の団結と、そこから生まれる精神的高揚は作品全体を貫いている。そ 意味でもっ ブレヒト的なものは残されたと言っていい。
物語の主人公はレジスタンスの闘士でも、売国奴のチャカでもない。むしろこうした活動とは無縁の若い娘マーシャが主人公なのだ。




























ourage und ihre K
inder の主人公、肝っ玉を思わせる。肝っ玉










「耳の人」ブレヒトに対して、ラングは「目の人」だった。映画監督らしい眼力でカットを作っていく。レストランのカードに刷られた抵抗の呼びかけ、盗聴をかいくぐり、ゲシュタポを欺くため メモや手紙、個人情報が載せられた書類、Ｅ．Ｃ．とイニシャルが刻まれ エミール・チャカ ライター、チャカがグルーバーに贈っ 小切手とサイン、事件を収束させるゲシュタポ本部 指令
 …
 これら




れるもの）の図式化された物語を作り出そうとしていたのかもしれない。だが「目 人」の弱点＝社会的・政治的隙間を「耳の人」がしっかり埋めている。スコダのチェコ人労働者のサボタージュ、ナチスによる抵抗運動 弾圧と労働者の処刑、それに反発するレジスタンスによ 総督暗殺、暗殺者をかばうチェコ人の連帯
 …
 ほぼリアルタイムで書かれ、時事劇の様相を呈するこの映画には、ブレヒト
のおかげで歴史的、社会的背景がしっ りと描かれている。先に見てきたように、 『死刑執行人もまた死す』にはブレヒト なものがストーリーの核としてしっかり埋め込まれているのだ。その意味でこの映画はブレヒトとラングのよさが相互に補完されて完成した映画と言っていい。 『死刑執行人 また死す』はラ グのアメリカ時代の映画 中で、唯一、本人がストーリー起稿から監督・製作まで一貫して行った作品だ これにより自分がドイツ時代から現在 至るまで かに反ナチだっ かをアメリカのメディアにアピールしようという意図が、ラングにあったのかもしれない。この作品は正統的な反ナチ映画として認知され ラングの評価も高まった。だがどのような成功をもっ しても、ブレヒトとの溝を埋めることはできなかった。
二〇一一年五月、筆者はオーシャン・アヴェニューに南カ フォルニア大学のシュナウバー教授を訪ねた。ご自身もドイツからの亡命
者である教授には、ハリウッドの亡命知識人に関する多くの著書がある。教授へのインタビューと彼の著書 ら、ブレヒ とラングの「ボタンの掛け違い」がどのように起こったのか、具体的にまとめてみたい。１）ラングはヴァイゲルに ホモルカにも役を与えな た。チェコ人にはドイツ語なまりのある英語を ゃべる俳優ではなく、英語を
母語とする俳優を使った。ナチス役のみドイツ語アクセントのあるドイツ人亡命者の俳優を起用した。






の前に囚人の間 交わされる反ユダヤ主義をめぐる口論を描き、囚人の間で際立ってくる階級対立や世界観の違いを示そうとした。一方ラングは、このような差異化はアメリカ 観客には知的すぎて 作品 リアルさが損なわれると考えた。イデオロギー的な論争が映画に持ち込まれる は効果的ではなく、人物 性格的な弱さや情緒性のほうが重要 主張した。ただトリートメントの段階ではなかった革命歌（アイスラー作曲）をラングは受け入れた。
５）ラングはブレヒトが「いかがわしい感傷」や「不自然さ」と呼んだ映画の技法を用いた。これらは純粋映画的な観点から考え抜かれ










親愛なるラングあなたは私との共同作業に幻滅したと聞いています。 ［…］私が商業ベースをまったく無視して、純粋に政治的な映画を作ろうとしているのではないか、というあなたの疑念を感じるにつけ、私の仕事は実に難しくな ていきました。 ［…］民衆場面や地下運動を真剣 取り扱うことは、私の考えで 映画を損なうどころか、むしろ活気づけるもの のです。商業的に見ても うだと思 ます。
121 ブレヒトとフリッツ・ラングの『死刑執行人もまた死す』（市川）

















































































































































































































































































































































































































































































































 15, S. 48. ブレヒトのアメリカ亡命者としての最初の体験が綴られた詩である。
（
15） 「ここは悲歌を書かずにはいられない場所だ」 。ハリウッドで再会してまもなく、アイスラーはブレヒトにこう言っている。 （ベーツ
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 3, S. 457f.  JB
 28, S. 1f. テクストは
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 28, S. 2.  テクストは
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yon, S. 108.  T






















































































ersch, S. 212. ブレヒトはこのころ、 『作業日誌』にシュヴェイクのことを多く書いている。ラングの映画のおかげで、私には三つの作品
































































Hangmen Also Die von Bertolt Brecht und Fritz Lang
Akira ICHIKAWA
Brecht ging in seiner Jugend oft ins Kino, in Augsburg, in München und dann in 
Berlin. Der eifrige Kinobesucher besaß erstaunlich viele Kenntnisse über den Film und 
diese führten ihn zum experimentellen Theater in der Weimarer Zeit. Brecht hatte 
zwar viele Pläne für Filme, aber immer Schwierigkeiten mit der Filmarbeit. Trotz vieler 
Filmentwürfe und Projekte hat er insgesamt nur an drei Flimen wirklich mitgearbeitet, 
nämlich Mysterien eines Frisiersalons (sic), Kuhle Wampe oder Wem gehört die Welt? und 
Hangmen Also Die.
Brecht traf mit seiner Familie am 21. Juli 1941 in Amerika ein. Brechts Hoffnungen, 
seine Stücke da aufführen zu lassen, erfüllten sich nicht und er musste für Hollywood 
schreiben, um sein Brot zu verdienen. Wie er in seinem Gedicht Hollywood schrieb; 
„Jeden Morgen geht er auf den Markt, wo Lügen gekauft werden＂, aber seine Ideen und 
Stories wurden gar nicht verkauft. 
Kurz nach dem Attentat auf Reinhard Heydrich, den „Henker von Prag＂ am 27. 
Mai 1942, kam dem Filmregisseur Fritz Lang die Idee zu einem Attentatsfilm und er 
bat Brecht um Mitarbeit an dem Drehbuch. Sie arbeiteten zuerst eifrig für eine kurze 
„Outline＂, die Zusammenfassung der Handlung. Brecht trug ins Journal ein: „Ich arbeite 
mit Lang für gewöhnlich von früh neun bis abends sieben Uhr an der Geiselstory.＂ 
Die „Outline＂ mit dem Titel 437!! Ein Geiselfi lm war am 29. 6. 1942 fertig. Die nächste 
Arbeitsstufe, die Arbeit für ein „Treatment＂, begann sofort danach und der zweite Text 
Never Surrender wurde am 16. 7. vollendet.
Auf der letzten Arbeitsstufe, der Drehbucharbeit, suchte Lang einen amerikanischen 
Mitarbeiter für Brecht, da dieser sehr schlecht Englisch sprach, und John Wexley trat am 5. 
8. die Arbeit an, die harmonisch voranging. Aber nach Beendigung des Manuskripts kam 
ein Streit zwischen beiden auf: Wer als Verfasser des Manuskripts genannt werden sollte? 
Beim Schiedsgericht der Screen Writer Guild wurde Wexley die alleinige Autorenschaft 
an dem Drehbuch zugesprochen. Nicht nur mit Wexley, sondern auch mit Lang gab es 
einen Streit, vor allem über die Volksszenen und der Textschreiber kritisierte heftig 
132
den Filmregisseur für seinen Opportunismus und seine Schmeichelei gegenüber dem 
Publikum. Brecht war auch böse, dass Lang ohne Erlaubnis Brechts Text gekürzt hatte. 
Brecht verließ 1947 mit gebrochenem Herzen das Land. 
Hangmen Also Die ist einer der erfolgreichsten Antinazi-Filme in Hollywood. Aber 
lange wusste man nicht, welchen Anteil Brecht am endgültigen Drehbuch hatte. Es gab 
keinen Beweis dafür, dass Brecht vollberechtigter Autor war und deshalb wurde das 
Werk in die Große Berliner und Frankfurter Ausgabe nicht aufgenommen. Aber zwei 
wichtigen Fassungen wurden 1997 und 1998 von einer französischen Doktorantin in 
der Bibliothek der University of Southern California entdeckt; Die „Outline＂ 437!! Ein 
Geiselfi lm und das „Treatment＂ Never Surrender in englischer Übersetzung. Die beiden 
haben die  ungewöhnliche Länge von 39 und 100 Seiten, obwohl in Hollywood etwa 10-15 
und 50-75 Seiten üblich sind. 
Vor dem Eintritt Wexleys waren die beiden Fassungen fertig und das „Treatment＂ 
enthält etwa 90 Prozent von der Struktur des Drehbuchs und überschreitet bei weitem 
die Grenzen einer gewöhnlich konzipierten „original story＂. Einige Szenen von Hangmen 
erinnern uns an die Szenen von Brecht, wie z. B. Die Mutter, Schweyk und Furcht und 
Elend des Dritten Reiches. Wie Lang im Prozess als Zeuge aussagte, sei es jedem klar, 
der Brechts Schreibweise kennt, dass Brecht eine „Hauptrolle＂ im Schaffen Langs Films 
spielte. Von dieser Erkenntnis aus kann man einen neuen Einblick in Brechts Filme 
gewinnen. 
